




Participation in the elementary lesson as supporter  
by junior college student
― Practice between elementary school and junior college for the cooperation  





























は、昭和 46 年 6 月の中教審答申における 4、
5 歳児から小学校低学年までの一貫教育の先
導的試行の提唱に遡ることができる。
昭和 62 年 12 月教育課程審議会答申では、
小学校低学年での生活科の新設が提唱され平
成 4 年から実施された。





そして平成 20 年 1 月の中教審答申を踏ま
える形で平成 21 年 4 月から、新しい「幼稚

































そして児童数 29 名（男子 17 名、女子 12 名）
の学級をグループに分け（4 名グループが 6
























































































































































































































































































































































































日時　平成 23 年 11 月 30 日（水）5 時間目
場所　八戸市立根城小学校　　　3 年 3 組教室
対象　　　男子 17 名　女子 12 名　計 29 名
指導者　八戸市立根城小学校　  石井　一二三































































段階 学習内容と学習活動 指導者のはたらきかけ サポーター 評価・準備物
導入
（10 分）
展開
（20 分）
まとめ
（15 分）
　
1　見本の作品を鑑賞する。
2　感想を発表する。
3　工夫した点について質
問する。
4　めあてを確認する。
5　設計図をもとに、自分
の作品の確認をする。
6　作品作りをする。
①基本形づくり
②絵を描く
③紹介の仕方を考える
7　作品を鑑賞する。
①グループごと
②グループから代表 1 名全
体で
8　片付けをする。
鑑賞した作品をもとに、感想を発表
させる。
これからの作品作りに必要な情報
を収集する場となるよう、仕組み・
絵の観点にわけてポイントを整理
する。
仕組みを理解して複数のドアがあ
る画面となっているか、また、開い
たり閉じたりすると面白いものを
考えることができたか設計図をも
う一度振り返らせる。
冷蔵庫以外のユニークな発想のよ
さをみつけ、認めながら全体に紹介
する。
画用紙を配付し、「冷蔵庫の基本形」
を作らせる。
開いたり閉じたりすると面白いも
のを表すために、形や色、配置や貼
り付けるものなどを考えながらか
いたりつくっているか確認する。ま
た、必要な場合にはアドバイスをす
る。
自分や友人がつくった作品のドア
を開いたり閉じたりしながら見て、
よさや面白さを感じ取る。
四季・動物・植物な
どの視点で作った見
本の作品を準備する。
工夫した点について
観点に沿ったアドバ
イスをする。
児童の描いた設計図
を見守り、児童が描
こうとしていること
を想像し、それが形
になるよう助言を行
う。
グループに分かれて
活動のサポートをす
る。
基本形が正しくでき
ているか、作品を確
認する。
自分の考えを作品に
うまく表現できずに
困っている児童にア
ドバイスをする。
①に際して、作品の
発想、配色、構成の
特性を理解し、共感
的な態度でもって評
価する。
教師 : 画用紙　
など
児童 : クレヨ
ン・パス、水
彩用具一式、
はさみ、のり　
など
（想）（技）
ドアを開閉し
ながら様々な
発想をするこ
とを楽しみ、
「夢の冷蔵庫」
を形や色、位
置を考え、絵
に表している
【作品・鑑賞】
○め設計図をもとにして夢の冷蔵庫を絵に表そう。
